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石い
し　

川か
わ

（
イ
ヒ
チ
ャ
ー
）

　

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
公
民
館
講
座「
ふ

る
さ
と
再
発
見
〈
地
名
の
は
な
し
〉」
を
担
当

し
た
。
市
民
の
地
名
へ
の
関
心
や
質
疑
の
レ

ベ
ル
は
高
く
担
当
者
と
し
て
も
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
地
名
は
歴
史
学
は
当
然
、
地
質
学
、

言
語
学
、
民
俗
学
、
人
類
学
な
ど
に
も
及
び

素
人
の
趣
味
程
度
の
知
識
で
は
手
に
負
え
な

い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

講
座
の
サ
ブ
テ
ー
マ
は
〈
地
名
の
は
な
し
〉

だ
が
、
話
題
は
広
が
り
「
ヌ
ギ
バ
イ
」
の
話

か
ら
「
ヒ
ン
ギ
バ
イ
、
ソ
ー
ヌ
ギ
バ
イ
、
シ
カ
バ

イ
、
ジ
ュ
ー
チ
リ
バ
イ
、
シ
ニ
バ
イ
、
ヌ
チ
チ
リ

バ
イ
、・
・
」
や
「
獅
子
（
シ
シ
・
シ
ィ
ー
シ
）」

と
「
シ
ー
サ
ー
」
は
ど
う
違
う
か
等
、
休
憩
時

間
な
し
の
熱
心
さ
で
こ
ち
ら
が
「
苦
シ
ー
サ
ー
」

の
連
続
で
あ
っ
た
。
し
か
し
顔
な
じ
み
の
市

民
の
み
な
さ
ん
と
親
し
く
語
り
合
う
こ
と
は

楽
し
く
ま
さ
に
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
市

民
が
地
名
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
地
名

を
大
切
に
す
る
意
識
が
高
ま
れ
ば
こ
の
講
座

の
成
果
に
つ
な
が
る
。

　

石
川
は
間
切
時
代
に
は
越
来
間
切
、
美
里

間
切
、
市
町
村
制
下
で
は
美
里
村
の
行
政
下

に
あ
っ
た
が
、
沖
縄
戦
終
結
直
後
米
軍
政
府

の
諮
問
機
関
と
し
て
「
沖
縄
諮
詢
会
」
が
置

か
れ
、
昭
和
二
十
年
九
月
美
里
村
よ
り
分
離

し
石
川
市
が
誕
生
し
た
。

　

市
と
な
っ
た
の
は
、
戦
争
時
に
本
島
中
南

部
方
面
か
ら
多
く
の
難
民
が
収
容
さ
れ
人
口

が
三
万
人
余
り
と
な
っ
て
い
た
。
石
川
は
戦

は
じ
め
に

後
沖
縄
の
政
治
、
経
済
・
文
化
の
中
心
地
、

初
等
教
育
発
祥
の
地
と
し
て
沖
縄
の
復
興
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
平

成
十
七
年
四
月
一
日
に
二
市
二
町
が
合
併
し

て
「
う
る
ま
市
」
と
な
っ
た
。

　

石
川
地
名
は
小
字
を
含
め
る
と
、
県
内
外

に
多
く
文
に
分
布
し
て
い
る
。
石
川
県
の
石

川
や
福
島
県
の
石
川
は
「
石
の
多
い
川
」
の

意
味
と
の
説
が
あ
る
。『
沖
縄
地
名
考
』（
宮

城
真
治
）
は
か
つ
て
本
部
に
あ
っ
た
石
嘉
波

（
検
地
帳
石
川
）
は
、
石
原
の
義
で
あ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
本
市
の
石
川
市
史
は
、「
石
川
の

言
語
は
イ
ヒ
チ
ャ
ー
で
イ
ー
フ
ン
チ
ャ
か
ら

転
じ
て
イ
ヒ
チ
ャ
ー
に
な
っ
た
」
と
し
て
い

る
。
イ
ー
フ
と
い
う
の
は
川
が
運
ん
で
き
た

土
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
土
地
の
こ
と
で
あ

る
。

　

果
た
し
て
石
川
の
語
源
は
「
イ
ー
フ
ン
チ

ャ
」
だ
ろ
う
か
。
石
川
の
海
岸
よ
り
の
所
は

金
武
湾
の
波
が
運
ん
で
き
た
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
よ
り
あ
げ
の
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
海
岸
地
名
と
し
て
は
カ
ネ
ク（
ハ
ニ
ク
）、ヨ

ネ
な
ど
の
地
名
が
多
い
。
石
川
市
史
の
「
石

川
ノ
古
形
図
」
を
見
る
と
伊
保
崎
、
白
浜
、

兼
久
の
海
岸
地
名
が
あ
る
が
伊
保
先
崎
は
石

川
川
河
口
に
あ
り
、
そ
の
位
置
か
ら
し
て
石

川
の
発
祥
地
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
イ
ー
フ

ン
チ
ャ
か
ら
イ
シ
カ
ワ
に
転
じ
る
過
程
を
説

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
も
し
イ
ー

フ
ン
チ
ャ
な
ら
イ
ー
フ
自
体
が
土
の
こ
と
な

の
で
敢
え
て
「
ン
チ
ャ
」
と
い
う
必
要
は

な
く
「
イ
ー
フ（
伊
保
）」
で
も
よ
い
筈
で
あ

る
。
琉
球
国
由
来
紀
（
一
七
一
三
年
）
に
石

川
之
殿
、
琉
球
国
旧
記
（
一
七
三
一
年
）
に

石
川
村
が
見
え
る
。
石
川
の
前
田
原
に
あ
る

石
川
井
に
つ
い
て
石
川
市
史
は
「
昔
石
川
ア

タ
イ
付
近
に
在
住
す
る
人
民
が
、
・
・
・
。

或
い
は
石
川
の
名
称
も
こ
れ
に
よ
る
か
と
思

わ
れ
る
。」
と
も
記
し
て
い
る
。

　

石
川
は
集
落
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
「
石

川
ア
タ
イ
」
か
ら
き
た
地
名
で
あ
り
、
イ
シ

カ
ワ
→
イ
ヒ
キ
ャ
ー
→
イ
ヒ
チ
ャ
ー
と
転て

ん
か訛

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
波
城
跡
下
東

方
に
「
角
石
原
」
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
る
。

地
元
の
人
た
ち
は
こ
れ
を
チ
ヌ
ヒ
ン
チ
ャ
と

呼
び
、
石
の
シ○

を
ヒ○

と
発
音
し
て
い
る
。　

　
石
川
は
伊
波
城
跡
か
ら
嘉
手
苅
、
仲
泊
方
面

に
続
く
丘
陵
地
か
ら
流
れ
落
ち
て
き
た
土
石
が

川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
広
が
っ
て
で
き
た
石
の

多
い
土
地
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
石
川
の
語
源
は
イ
ヒ
チ
ャ

ー
で
は
な
く
「
イ
シ
カ
ワ
」
で
あ
り
石
の
多
い

川
あ
る
い
は
石
の
多
い
所
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
解

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

石
川
か
ら
金
武
方
面
へ
石
川
橋
を
渡
り
終

え
る
と
沖
縄
電
力
石
川
火
力
発
電
所
が
右
手

の
海
岸
線
寄
り
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
海

岸
一
帯
は
赤
崎
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
在
は
埋
め
立
て
地
と
な
っ
て
昔
の
形
状
を

推
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
こ
は
金
武

湾
に
突
き
出
し
た
岬
で
そ
の
先
に
は
、
枝
振

り
の
見
事
な
一
本
松
が
あ
っ
た
。
そ
の
姿
を

地
元
出
身
の
伊
波
久
一
先
生
は

　

赤
崎
の
小
松　

枝
持
ち
の
美
ら
さ

　

石
川
美
童
の　

身
持
ち
の
美
ら
さ

と
歌
に
残
し
て
お
ら
れ
る
。

　

赤
崎
の
地
名
は
、
石
川
岳
か
ら
東
山
の
丘

陵
地
、
そ
こ
か
ら
続
く
赤
崎
森
の
半
島
が
周

囲
の
海
岸
よ
り
高
く
な
っ
て
い
た
の
で
ア
カ

は
崖
地
、
サ
キ
は
先
で
「
崖
地
の
先
」
と
い

う
地
名
が
付
け
ら
れ
た
。

　

七
日
浜
は
、
石
川
橋
を
渡
り
、
赤
崎
か
ら

屋
嘉
に
続
く
海
浜
で
あ
る
。
は
る
か
水
平
線

に
伊
計
、
宮
城
、
平
安
座
な
ど
の
島
々
が
眺

望
で
き
る
絶
景
の
地
で
あ
る
。

　

現
在
そ
こ
に
は
七
日
浜
の
碑
が
建
ち
そ
の

地
名
の
由
来
に
つ
い
て
「
尚
徳
王
の
一
族
が

革
命
に
よ
っ
て
国
頭
に
逃
げ
る
途
中
人
目
を

避
け
る
た
め
に
昼
は
山
の
中
に
ひ
そ
み
、
夜

は
海
浜
を
歩
い
て
七
日
か
か
っ
た
の
で
こ
の

名
が
つ
い
た
」
と
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
乞
食
が
屋
嘉

ま
で
七
日
間
も
か
か
っ
て
歩
い
た
と
の
民
話

や
ま
た
こ
の
海
岸
の
砂
は
細
か
く
、
深
す
ぎ

て
歩
き
に
く
く
二
歩
進
ん
で
は
一
歩
さ
が
る

と
い
う
「
シ
ン
チ
ャ
浜
」（
あ
と
ず
さ
り
）
だ

っ
た
と
の
話
も
あ
る
。
ペ
リ
ー
の
調
査
隊
一

行
も
石
川
川
を
徒
歩
で
渡
り
、
こ
の
七
日
浜

を
通
る
の
に
二
時
間
も
要
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
由
緒
あ
る
砂
浜
も
護
岸
工
事
の
た
め

殆
ど
昔
の
姿
は
な
く
、
た
だ
太
古
か
ら
変
わ
る

こ
と
の
な
い
潮
騒
と
浜
風
だ
け
が
わ
ず
か
に

残
る
砂
浜
に
昔
日
の
面
影
を
語
っ
て
く
れ
る
。

石
川
の
変へ

ん

せ

ん遷

石
川
の
語
源
と
意
味

赤
崎
と
七
日
浜

▲現在の石川庁舎周辺の町並み風景


